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関西支部会第7回総会予告
日時：平成17年11月5日（土）10時30分から

会場：ホテルクライトン新大阪
TELO6（6885）1211

〒532－0011大阪市淀Ill区西中島2－13－32

（地下鉄御堂筋線西中島南方②番出口から阪
急線路沿い西へ徒歩3分、または阪急電鉄
南方西出口から阪急線路沿い西へ徒歩3分）

会費：男子5，000円、女子4，000円

内容：（1）総会：①会務報告、②会計報告、③役
員改選等
（2）談話会

講師：鋤柄修氏（大12㈱エステム代表取
締役会長、中小企業家同友会全国協議会幹
事長、国大法三重大学経営協議会委員）
演題：「異端の技術屋からベンチャー企業家
への転身－水処理技術集団づくりに取り

組んで35年－」
（3）記念撮影、（4）懇親会

来賓として、三重大学名誉教授熊溝喜三郎先生並
びに三翠化学会会長福田映氏がご出席されます。

旧交を温めるまたとない機会です。友人、先輩、

後輩に声を掛け合いご出席ください。支部会員各

位には後目詳細をお知らせ致します。支部会員以

外の方のご参加も大歓迎です。参加ご希望の方は

予め支部長または支部幹事等にお知らせください。
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昨
年
の
七
月
三
一
日
（
土
）

午
前
十
一
時
よ
り
、
平
成
一
六

年
度
三
翠
化
学
会
総
会
が
三
重

大
学
生
物
資
源
学
部
二
階
大
講

義
室
に
お
い
て
行
わ
れ
、
来
賓

と
し
て
恩
師
の
熊
沢
先
生
と
小

宮
先
生
の
ご
臨
席
を
い
た
だ
い

た
。
当
日
は
台
風
の
影
響
に
よ

る
集
中
豪
雨
の
た
め
か
、
や
む

な
く
欠
席
さ
れ
た
会
員
も
数
多

く
見
ら
れ
た
中
、
三
十
名
ほ
ど

の
参
加
者
が
あ
っ
た
。

総
会
で
は
恒
例
に
よ
り
福
田

会
長
（
大
1
）
の
挨
拶
と
、
恩

師
熊
沢
先
生
の
ご
挨
拶
を
い
た

だ
い
た
。
議
事
に
入
り
、
平
成

一
四
・
一
五
年
の
事
業
報
告
、

決
算
報
隼
基
金
会
計
報
告
が

担
当
幹
事
に
よ
り
行
わ
れ
、
溝

揚
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。
引
き

続
き
福
田
会
長
よ
り
平
成
一

六
・
一
七
年
度
役
員
詳
委
嘱
さ

れ
た
後
、
平
成
一
六
二
七
年

度
事
業
計
画
、
予
算
が
担
当
幹

事
か
ら
提
案
さ
れ
、
い
ず
れ
も

承
認
さ
れ
た
。

三
翠
化
学
会
総
会
に
引
き
続

き
、
三
重
県
支
部
総
会
が
池
山

三
重
県
支
部
長
（
大
1
6
）
の
進

行
で
開
催
さ
れ
、
滞
り
な
く
終

了
し
た
。
十
一
時
半
よ
り
特
別
講
演
と

し
て
「
農
芸
化
学
の
あ
ゆ
み
」

と
題
し
て
、
小
畑
先
生
（
大
1
5
）

に
お
話
を
頂
い
た
。
農
芸
化
学

の
懐
か
し
い
写
真
を
液
晶
プ
ロ

ジ
エ
ク
タ
で
投

影
し
な
が
ら
、

出
席
者
に
対
す

る
楽
し
い
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
も
交

え
て
行
な
わ
れ

た。
豪
雨
の
勢
い

も
一
向
に
衰
え

ぬ
中
、
会
場
を

生
協
第
一
食
堂

に
移
し
懇
親
会

と
な
っ
た
。
ま

ず
、
来
賓
と
し

て
小
宮
先
生
に

ご
挨
拶
を
頂
い

た
後
、
前
田
先

生
（
専
2
）
の

音
頭
で
乾
杯

し
、
祝
宴
に

入
っ
た
。
楽
し

い
歓
談
が
行
わ

れ
た
後
、
三
翠

応
援
歌
を
今
西

氏
（
専
1
）
の

先
導
で
高
ら
か

に
吟
唱
し
、
最

も
遠
方
（
茨
城

県
つ
く
ば
市
）

間
閉
脚
閉
園
闘
闘
離
間
困
圏
閣
醒
開
聞
閏

た
田
中
康
夫
氏
（
大
8
）
の
発

声
で
万
歳
三
唱
し
て
懇
親
会
は

お
開
き
と
な
っ
た
。

大
東
京
の
中
心
に
位
置
す
る

学
士
会
館
三
〇
二
号
室
に
＼
三

翠
応
援
歌
』
が
朗
々
と
響
き
わ

た
り
ま
し
た
。

ま
さ
に
こ
の
時
、
ふ
り
返
れ

ば
昭
和
四
十
九
年
に
誕
生
し
た

関
東
支
部
総
会
が
、
十
八
年
ぶ

り
に
復
活
を
果
た
し
と
の
で
あ

り
ま
す
。
前
日
に
は
雪
化
蛙
を
し
て
、

膚
の
引
き
締
ま
る
車
高
な
雰
囲

気
の
中
で
、
C
1
5
長
島
氏
の
歯

切
れ
の
よ
い
欣
々
と
し
た
司
会

の
も
と
、
平
成
一
七
年
二
月
一
事

九
日
の
正
午
に
総
ム

ま
し
た
。
長
瀬
支
部
長
（
専
1
）
の
開

会
の
挨
拶
に
続
い
て
福
田
三
翠

化
学
会
会
長
よ
り
心
暖
ま
る
祝

辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

C
1
2
近
藤
氏
を
議
長
に
選
出

し
、
支
部
長
か
ら
支
部
総
会
復

活
に
至
る
経
過
報
告
を
受
け
、

C
1
6
市
川
氏
の
会
計
報
告
、
C

1
2
亀
山
氏
の
支
部
会
規
約
の
提

案
を
満
場
一
致
で
可
決
承
認
の

後
、
C
H
辻
野
氏
以
下
八
名
の

新
役
員
が
選
出
さ
れ
、
議
事
は

滞
り
な
く
終
了
し
ま
し
た
。

つ
い
で
第
二
部
の
講
演
会
で

は
嶋
林
先
生
か
ら
「
三
翠
化
学

の
今
昔
」
、
小
畑
先
生
に
は
「
三

重
大
学
の
近
況
」
を
テ
ー
マ
に

講
演
を
賜
り
ま
し
た
。

嶋
林
先
生
は
お
歳
を
感
じ
さ

せ
な
い
ハ
リ
の
あ
る
声
で
、
三

重
大
学
に
お
け
る
農
芸
化
学
の

あ
ゆ
み
か
ら
説
き
お
こ
さ
れ
、

三
翠
化
学
会
の
誕
生
逸
話
か
ら

三
翠
同
窓
会
の
変
遷
で
講
演
を

締
め
括
ら
れ
ま
し
た
。

小
畑
先
生
に
は
最
近
の
学
園

風
景
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
駆

使
し
て
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
注
戸
橋
駅
周
辺
か
ら
大
学

横
内
の
建
物
・
施
設
、
更
に
は

開
港
間
も
な
い
中
部
国
際
空
港

に
至
る
ま
で
、
ま
さ
に
験
に
残

る
講
演
で
し
た
。

懐
か
し
い
皆
様
の
記
念
写
真

を
ご
覧
下
さ
い
。
出
席
者
の
平

均
年
齢
は
実
に
六
十
有
余
歳
。

C
1
2
吉
田
氏
は
シ
ャ
ッ
タ
ー

チ
ャ
ン
ス
を
求
め
て
奮
闘
の
結

果
、
ご
自
身
が
写
っ
て
い
た
集

合
写
真
は
一
枚
の
み
だ
っ
た
と

い
う
逸
話
も
あ
り
ま
し
た
。

第
三
部
の
懇
親
会
は
辻
野
新

支
部
長
の
挨
拶
で
始
ま
り
ま
し

た。

ア
ル
コ
ー
ル
が
入
れ
ば
昔
な

じ
み
の
キ
サ
マ
と
オ
レ
の
世
界

で
あ
り
、
あ
の
三
翠
寮
の
、
は

た
ま
た
実
習
の
、
実
験
の
と
、

悪
童
連
の
尽
き
ぬ
思
い
出
話
に

花
が
咲
き
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
全
員
に
よ
る
応
援

歌
斉
唱
で
、
宴
は
最
高
潮
に
達

し
ま
し
た
。
さ
す
が
元
コ
ー
ラ

ス
部
員
C
5
0
北
川
氏
の
好
指
導

の
も
と
に
、
一
同
が
学
生
時
代

十
八
年
の
星
霜
を
へ
て
三
翠
化
学
会
関
東
支
部
総
会
復
活

♪
緑
し
た
た
る
東
海
の
伊
勢
湾
上
に
波
揺
ら
ぎ
～

に
戻
っ
　
て
、

若
々
し
く
声
高

ら
か
に
歌
い
終

え
ま
し
た
。

更
に
、
小
柳
先
生
の
ス
タ
ー

タ
ー
に
よ
る
農
学
部
伝
統
の
駅

伝
大
会
出
発
風
景
、
昭
和
四
十

化
学
会
関
東
支
部
総
会
復
活
の

一
幕
を
ご
報
告
致
し
ま
す
。

（C14清水）

年
当
時
の
教
官

全
員
の
集
合
写

真
等
が
プ
ロ

ジ
ェ
ク
タ
ー
の

ス
ラ
イ
ド
に
よ

り
映
写
さ
れ
、

い
や
が
上
に
も

盛
り
上
が
り
を

持
続
さ
せ
る
と

い
う
演
出
の
下

C
1
4
清
水
氏
が

閉
会
の
挨
拶

を
、
そ
し
て
最

後
に
二
年
後
の

再
会
を
誓
い
、

C
1
6
市
川
氏
の

リ
ー
ド
に
よ
る

手
拍
子
で
散
会

と
な
り
ま
し

た。

以
上
、
三
翠

ィ
＼
㌦
イ
ド
′
や
す
享
け
章
や
色
㊥
′
㊤
ゆ
6
秒
¢
ゆ
8
6
秒
6
9
的
ゆ
¢
ゆ
6
秒
¢
ゆ
¢
ゆ
¢
ゆ
旬
や
6
9
6
9
6
ゆ
ゆ
り
ゆ
り
偽
ゆ
6
秒
¢
ゆ
＄
や
け
卒
中
¢
ゆ
高
ト
ノ
十
・
イ
ゆ
6
9
6
秒
偽
ゆ
¢
ゆ
ゆ
り
的
ゆ
¢
ゆ
¢
ゆ
¢
ゆ
解
や
¢
妙
的
ゆ
6
9
6
ゆ
¢
ゆ
＄
㈹
ゆ
6
秒
¢
ゆ
8
6
9
位
ゆ
筋
ゆ
¢
ゆ
的
や
6
9
6
9
6
ゆ
¢
ゆ
¢
ふ
ツ
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関
西
支
部
第
6
回
支
部
総
会

は
平
成
一
六
年
二
月
七
日

（
日
）
十
一
時
か
ら
ホ
テ
ル
ク
ラ

イ
ト
ン
新
大
阪
で
、
久
松
三
重

大
学
教
授
、
福
田
三
翠
化
学
会

会
長
、
談
話
会
講
師
に
大
嶋
岩

雄
氏
（
大
9
卒
）
、
神
辺
道
雄
氏

（
大
m
卒
）
を
お
迎
え
す
る
と
共

に
、
次
期
関
東
支
部
長
候
補
者

な
ら
び
に
東
海
支
部
会
員
の
特

別
参
加
の
も
と
、
支
部
会
員
二

十
九
名
が
出
席
し
て
開
催
さ
れ

た。硝
総
会
（
日
時
～
日
時
5
0
分
）

支
部
長
挨
拶
、
来
賓
挨
拶
（
福

田
三
翠
化
学
会
会
長
）
の
後
、

議
長
に
大
的
卒
の
岩
尾
氏
を
選

出
し
議
事
に
入
っ
た
。
会
務
並

び
に
会
計
報
告
は
満
場
一
致
で

承
認
さ
れ
た
。
支
部
長
挨
拶
の

中
で
、
支
部
運
営
協
力
費
に
多

数
の
方
々
に
ご
協
力
を
頂
い
た

旨
の
報
告
と
お
礼
が
あ
っ
た
。

㈲
談
話
会
（
日
時
5
0
分
～
1
2
時

5
0
分
）
座
長
は
支
部
長
。

①
「
ホ
ッ
プ
な
く
し
て
ビ
ー

ル
造
り
は
な
く
、
ビ
ー
ル
造
り

な
く
し
て
ホ
ッ
プ
は
存
在
の
理

由
を
失
う
」
の
見
地
か
ら
、
約

四
十
年
に
及
ぶ
ビ
ー
ル
製
造
の

キ
ャ
リ
ア
を
有
す
る
大
嶋
岩
雄

氏
（
昭
和
三
六
年
四
月
サ
ッ
ポ

ロ
ビ
ー
ル
㈱
入
社
、
平
成
二

年
三
月
同
社
定
年
退
職
）
に
よ

る
豊
富
な
体
験
並
び
に
幅
広
い

知
織
に
基
づ
い
た
『
ビ
ー
ル
に

於
け
る
ホ
ッ
プ
の
効
用
』
に
つ

い
て
講
演
を
頂
き
、
ホ
ッ
プ
モ

ビ
ー
ル
の
魂
で
あ
る
、
と
の
悪

を
強
く
し
た
。

②
我
が
国
に
お
け
る
プ
レ
ー

ン
ヨ
ー
グ
ル
ト
製
造
の
パ
イ
オ

ニ
ア
と
し
て
現
場
や
研
究
所
で

活
躍
し
て
こ
ら
れ
た
神
辺
道
堆

氏
（
昭
和
三
七
年
四
月
明
治
乳

業
㈱
入
社
、
平
成
一
二
年
五
冨

岡
社
定
年
退
職
、
現
在
、
明
治

飼
糧
㈱
技
術
顧
問
）
の
奮
闘
談
、

裏
話
を
含
め
て
『
プ
レ
ー
ン

ヨ
ー
グ
ル
ト
へ
の
挑
戦
』
と
題

す
る
講
演
を
拝
聴
し
た
。
特
に
、

パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
の
心
構

え
・
根
性
・
意
欲
は
若
手
会
員

に
と
っ
て
非
常
に
良
い
勉
強
に

産
・
官
・
学
単
三
分
野
の
罷
職
交
換
を

目
指
し
た
談
話
会
は
醜
遇
に
乗
り
ま
し
た

な
っ
た
と
同
時
に
勇
気
と
希
望

を
与
え
ら
れ
た
と
受
け
止
め

た
。
支
部
特
有
の
談
話
会
も
、

三
年
目
で
漸
く
定
着
・
軌
道
に

ル
は
サ
ッ
ポ
ロ
の
黒
ラ
ベ
ル
、

デ
ザ
ー
ト
は
明
治
の
プ
レ
ー
ン

ヨ
ー
グ
ル
ト
）
。
来
賓
の
久
松
教

授
に
よ
る
独
立
法
人
化
初
年
度

乗
っ
た
と
意
を

強
く
し
た
。

㈲
記
念
撮
影

（
1
2
時
5
5
分
～

1
3
時
）
一
堂
に

会
し
、
記
念
撮

影
《
｝
カ
メ
ラ
マ

ン
は
内
田
民

夫驚卒）。

・
↓
▲
懇
親
会
（
1
3

≒
5
分
～
1
5

≒
）東
海
支
部
か

二
ノ
請
訓
参
加
頂

－
二
一
二
有
佐
氏

二
へ
萱
草
）
の
乾

1
辛
十
よ
り
懇
親

・
ニ
芋
ス
タ
ー
ト

三
輩
モ
当
ホ

二
㌧
（
の
特
別
メ

二
二
㌧
　
ピ
ー

に
於
け
る
三
重
大
学
の
動
向
、

特
別
参
加
の
三
翠
化
学
会
関
東

支
部
次
期
支
部
長
候
補
の
辻
野

隆
房
氏
（
大
日
卒
）
に
よ
る
関

東
支
部
再
活
性
化
と
若
返
り
の

状
況
、
更
に
は
若
手
支
部
会
員

の
ス
ピ
ー
チ
を
織
り
込
み
、
会

は
中
堅
・
若
手
を
中
心
に
太
い

に
盛
り
あ
が
っ
た
。
お
開
き
に

際
し
、
恒
例
・
伝
統
の
三
翠
応

援
歌
を
歌
い
　
（
リ
ー
ダ
ー
は
専

1
卒
の
佐
野
氏
）
、
次
回
の
再
会

を
約
し
、
三
々
五
々
帰
路
に
着

いた。支
部
会
員
の
出
席
者
数
は
咋

年
並
み
で
あ
っ
た
が
、
例
年
に

な
い
多
彩
な
ゲ
ス
ト
の
参
加
も

あ
り
、
談
話
会
と
懇
親
会
は
大

盛
会
で
あ
っ
た
。
出
席
者
数
は

五
十
名
ラ
イ
ン
が
望
ま
し
い
の

で
す
が
、
葱
2
・
3
年
は
三
十

名
前
後
と
低
迷
し
て
い
ま
す
。

次
回
こ
そ
は
貴
方
も
是
非
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
　
（
専
1
嶋
林
）
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高
橋
先
生
を
追
悼
し
て嶋林
宰
英
　
（
専
1
）

名
誉
教
授
高
橋
孝
雄
先
生

（
以
下
君
と
省
略
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
）
急
逝
の
悲
報
は
電

撃
の
シ
ョ
ッ
ク
で
、
無
量
の
力

で
右
腕
が
も
ぎ
取
ら
れ
た
感
が

した。振
り
返
っ
て
見
る
に
、
三
重

大
学
の
学
生
時
代
か
ら
定
年
退

官
に
い
た
る
ま
で
と
名
誉
教
授

の
期
間
を
通
算
す
る
と
、
君
と

私
と
の
付
き
合
い
は
か
れ
こ
れ

半
世
紀
に
も
お
よ
ん
で
い
て
、

互
い
の
長
短
所
を
知
り
尽
く

し
、
知
り
尽
く
さ
れ
て
い
た
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
そ

の
君
が
、
突
如
現
世
か
ら
旅
立

た
れ
た
と
は
到
底
信
じ
難
く
、

夢
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て

い
た
の
は
、
何
も
私
一
人
で
は

な
か
っ
た
と
思
う
。

只
今
、
追
悼
の
意
を
込
め
て
、

君
の
元
気
な
と
き
を
髪
髪
と
思

い
出
し
つ
つ
、
拙
文
を
草
し
て

いる。学
生
時
代

私
が
三
重
大
学
に
赴
任
し

て
、
最
初
の
授
業
を
担
当
し
た

の
が
君
の
三
年
生
の
時
で
あ
っ

た
。
約
三
十
名
の
ク
ラ
ス
メ
イ

ト
と
は
年
齢
的
に
も
大
差
が
無

く
、
弟
分
に
接
し
て
い
る
よ
う

な
感
覚
で
学
生
実
験
を
担
当
し

て
い
た
。
お
蔭
で
名
前
と
顔
・

気
質
ま
で
す
っ
か
り
知
る
事
が

で
き
、
何
名
か
の
諸
君
の
印
象

は
今
で
も
残
っ
て
い
る
が
、
不

思
議
に
も
君
の
当
時
の
印
象
は

殆
ど
残
っ
て
い
な
い
。
里
立
た

な
い
学
生
さ
ん
の
一
人
だ
っ
た

の
で
し
ょ
う
。

四
年
生
で
は
、
ご
縁
が
あ
っ

て
、
神
田
杉
本
、
服
部
、
深

谷
の
諸
君
と
と
も
に
生
物
化
学

研
究
室
を
専
攻
さ
れ
た
。
新
設

の
研
究
室
で
設
備
・
器
具
篭
は

不
十
分
で
あ
っ
た
が
、
や
る
気

満
々
で
よ
く
纏
ま
っ
て
い
た
。

実
験
室
が
卓
球
場
の
近
く
に
あ

り
、
研
究
室
あ
げ
て
卓
球
三
昧

の
毎
日
で
、
口
の
悪
い
職
員
か

ら
、
卓
球
の
専
攻
生
と
も
い
わ

れ
て
い
た
。
夏
休
み
に
は
、
二

泊
三
日
で
演
習
林
に
で
か
け

た
。
三
峰
登
山
で
真
夏
の
日
差

し
を
浴
び
な
が
ら
、
白
い
下

シ
ャ
ツ
姿
で
黙
々
と
歩
い
て
い

た
君
の
姿
を
今
で
も
覚
え
て
い

る
。
真
面
目
で
頑
張
り
や
の
片

鱗
が
窺
え
た
。

秋
に
な
り
、
進
路
に
つ
い
て

相
談
を
受
け
た
と
き
、
即
座
に

大
学
院
進
学
を
勧
め
た
の
が
、

長
い
お
付
き
合
い
の
糸
口
に
な

る
と
は
当
時
夢
想
だ
に
し
な

か
っ
た
。
生
物
化
学
研
究
室
時
代

卒
業
後
、
九
州
大
学
大
学
院
、

ア
メ
リ
カ
留
学
、
大
阪
大
学
蛋

白
質
研
究
所
を
経
て
、
昭
和
四

一
年
八
月
に
三
重
大
学
に
赴
任

し
て
こ
ら
れ
た
。
当
時
は
、
岩

本
先
生
が
研
究
室
主
任
で
、
君

と
私
と
で
ト
リ
オ
を
組
ん
で
仕

事
を
存
分
に
す
る
こ
と
が
出
来

た。
た
ん
白
質
化
学
に
極
め
て
強

い
君
は
、
幅
広
い
知
見
と
豊
富

な
実
験
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
駆
使
し

て
仕
事
を
進
展
し
、
研
究
室
に

新
風
を
吹
き
込
ん
で
く
れ
た
と

今
で
も
感
謝
し
て
い
る
。
種
子

た
ん
白
質
の
研
究
に
使
用
し
た

ゲ
ル
ろ
過
法
や
カ
ラ
ム
ク
ロ
マ

ト
グ
ラ
フ
ィ
ー
を
核
酸
の
研
究

に
応
用
し
、
見
る
べ
き
成
果
を

あ
げ
る
事
が
で
き
た
の
は
一
重

に
君
の
お
蔭
で
あ
る
。
改
め
て

お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

い
ず
れ
の
仕
事
で
も
、
計
画
・

実
行
・
洞
察
の
三
拍
子
が
求
め

ら
れ
る
が
、
天
賦
の
才
が
研
究

を
通
し
て
培
養
さ
れ
、
更
に
不

断
の
努
力
が
そ
の
後
の
飛
躍
・

発
展
に
繋
が
っ
た
と
思
っ
て
い

る
。
学
生
の
卒
論
や
院
生
の
研

究
指
導
は
抜
群
、
公
私
に
わ
た

る
面
倒
見
と
付
き
合
い
も
抜

離
、
こ
れ
こ
そ
君
が
卒
業
生
諸

君
に
敬
慕
さ
れ
た
理
由
で
あ
る

と
分
析
し
て
い
る
。
新
発
見
も

あ
っ
た
。
そ
れ
は
学
園
紛
争
時

代
の
事
で
あ
る
。
研
究
室
主
任

の
岩
本
先
生
は
大
学
の
要
職
に

就
い
て
お
ら
れ
、
大
学
の
管
理
・

運
営
の
第
一
線
で
大
変
な
ご
苦

労
を
い
た
だ
い
た
。
た
ま
た
ま
、

三
名
と
も
観
音
寺
の
大
学
宿
舎

に
居
住
し
て
い
た
の
で
、
誘
い

合
っ
て
同
時
に
登
下
校
し
た
事

も
再
三
再
四
に
と
と
ま
ら
な

か
っ
た
。
そ
の
時
の
君
の
責
任

感
と
フ
ァ
イ
ト
に
は
目
を
見
張

る
も
の
が
あ
っ
た
。

こ
の
生
物
化
学
研
究
室
時
代

こ
そ
、
い
い
面
で
も
悪
い
面
で

も
苦
楽
を
と
も
に
し
、
君
と
の

親
交
の
礎
を
築
い
た
と
い
え

る。

栄
養
化
学
研
究
室
時
代

昭
和
五
三
年
三
月
か
ら
栄
養

化
学
研
究
室
に
移
り
、
新
天
地

を
開
拓
さ
れ
、
研
究
面
で
幾
多

の
素
晴
ら
し
い
成
果
を
あ
げ
る

と
共
に
、
多
数
の
優
秀
な
人
材

の
養
成
に
努
め
ら
れ
た
。
改
め

て
敬
意
を
表
し
ま
す
。
そ
の
陰

に
は
、
研
究
室
の
責
任
者
と
し

て
計
り
知
れ
な
い
苦
労
が
あ
っ

た
か
と
推
察
し
て
い
た
が
、
口

に
は
出
さ
ず
頑
張
り
ま
し
た

ね
㍉
し
か
し
、
当
初
は
時
々
二
階

の
生
物
化
学
研
究
室
に
里
帰
り

を
し
、
人
懐
こ
い
笑
顔
で
会
釈

だ
け
を
し
て
、
一
階
の
研
究
室

に
帰
ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち

に
、
農
学
部
と
水
産
学
部
は
統

合
し
、
新
し
く
生
物
資
源
学
部

と
し
て
発
足
し
た
。
こ
の
た
め
、

互
い
に
激
動
・
超
多
忙
の
毎
日

で
あ
っ
た
。
当
時
、
コ
ー
ス
主

任
で
あ
っ
た
君
が
、
学
部
改
革

委
員
長
の
私
を
見
守
り
、
い
ろ

い
ろ
な
面
で
ア
ド
バ
イ
ス
し
て

く
れ
た
の
を
今
懐
か
し
く
思
い

出
し
て
い
る
。
「
良
く
ぞ
言
っ
て

く
れ
た
」
と
い
う
の
も
あ
っ
た

が
、
今
か
ら
見
れ
ば
、
君
の
面

目
躍
如
た
る
も
の
と
受
け
止
め

て
い
る
。
三
翠
化
学
会
時
代

昭
和
四
八
年
の
発
足
以
来
、

三
翠
化
学
会
の
副
会
長
、
理
事
、

幹
事
、
更
に
は
基
金
運
用
委
員

を
歴
任
さ
れ
、
同
窓
会
の
重
鎮

と
し
て
活
躍
さ
れ
た
。
伊
佐
支

部
長
の
後
任
と
し
て
、
第
三
代

目
の
東
海
支
部
長
に
就
か
れ
た

の
は
確
か
平
成
三
一
年
と
記
憶

し
て
い
る
。
以
来
、
今
日
に
至
る

ま
で
支
部
活
動
の
原
動
力
と
し

て
、
並
々
な
ら
ぬ
手
腕
を
発
揮

さ
れ
大
い
に
支
部
の
発
展
に
寄

与
さ
れ
た
。
キ
ャ
リ
ア
ー
と
実

力
か
ら
み
て
、
次
期
会
長
の
有

力
候
補
で
あ
っ
た
の
は
万
人
の

認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ち
ょ

う
ど
、
そ
の
頃
か
ら
、
私
は
関

西
支
部
長
を
仰
せ
つ
か
っ
て
お

り
、
折
角
の
機
会
だ
か
ら
、
一
度

東
海
支
部
と
合
同
総
会
を
開
催

し
て
は
ど
う
か
と
考
え
て
∴
た

が
、
実
現
を
見
な
い
で
他
事
さ

れ
た
の
は
残
念
で
堪
ら
な
∵

定
年
退
官
後
暫
く
し
て
、
近

畿
大
学
特
任
教
授
と
し
て
墓
学

部
で
お
世
話
い
た
だ
く
事
が
決

ま
っ
た
時
、
さ
す
が
で
あ
る
と

一
番
に
喜
ん
で
挨
拶
し
て
く
れ

た
の
が
忘
れ
も
し
な
い
吾
で

あ
っ
た
。
君
の
退
官
後
淳
二
会

う
機
会
も
少
な
く
、
せ
い
誓
い

名
誉
教
授
懇
談
会
或
い
聖
二
翠

化
学
会
総
会
く
ら
い
で
考
っ

た
。
君
か
ら
、
一
度
ゆ
っ
く
り

と
四
方
山
話
を
し
た
い
と
∵
っ

て
く
れ
、
私
も
大
賛
成
し
≒
が

ら
、
実
現
し
な
か
っ
た
の
追
這

悦
の
極
み
で
あ
る
。

喜
寿
を
目
前
に
、
改
め
て
人

生
の
無
常
さ
を
教
え
ら
れ
、
し

み
じ
み
と
噛
み
し
め
て
い
る
咋

今
で
あ
る
。

過
日
の
朝
方
、
君
の
夢
を
初

め
て
み
た
。
何
か
の
会
合
の
後
、

人
懐
こ
い
笑
顔
を
浮
か
べ
、
手

を
振
り
な
が
ら
一
人
で
薄
暗
い

方
角
へ
歩
い
て
ー
い
く
情
景
で
し

た
。
今
の
私
に
は
何
を
意
味
す

る
か
ば
全
く
判
ら
な
い
が
、
懐

か
し
い
思
い
だ
け
が
残
っ
て
い

た。
人
の
定
め
と
由
せ
、
私
共
以

上
に
、
奥
様
を
始
め
ご
遺
族
の

お
悲
し
み
に
計
り
知
れ
な
い
と

お
察
し
申
し
て
い
ま
す
。

我
々
が
今
で
き
る
こ
と
は
、

君
の
精
神
を
受
け
継
ぎ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
場
所
で
ベ
ス
ト
を
尽
く

す
事
こ
そ
最
大
の
供
養
で
あ
る

と
信
じ
て
い
る
。

宜
し
く
見
守
り
、
お
導
き
い

た
だ
け
れ
ば
幸
甚
で
す
。

・
・
●
・
・
‥
●
・
・
・
・
●
‥
・
・
●
‥
‥
●
‥
・
・
●
…
・
・
●
・
・
・
・
●
・
∴
・
－
・
－
●
t
・
・
・
●
・
・
‥
●
‥
‥
●
‥
‥
●
I
i
・
・
●
‥
‥
●
‥
‥
●
・
．
・
－
－
●
・
－
‥
●
‥
‥
●
・
‥
・
●
・
‥
・
●
・
・

故
高
橋
孝
雄
君
を
偲
ん
で

杉
本
仁
彦
（
農
芸
化
学
6
）

愛
知
万
博
が
始
ま
っ
て
間
も

な
い
四
月
一
五
日
、
留
守
電
に

高
橋
君
が
亡
く
な
っ
た
と
伝
言

が
あ
り
、
つ
い
二
ケ
月
前
の
二

月
一
九
日
に
三
翠
化
学
東
海
支

部
の
打
合
せ
会
で
次
回
六
月
一

八
日
に
集
ま
る
約
束
を
し
て
い

た
矢
先
で
全
く
寝
耳
に
水
の
驚

き
で
し
た
。
そ
の
夜
、
彼
の
奥
様

か
ら
電
話
で
仔
細
を
お
聴
き
し

ま
し
た
。
十
四
日
夜
、
新
学
期
初

の
講
義
の
要
綱
を
ワ
ー
プ
ロ
で

作
り
終
え
就
霞
間
も
な
く
突
然

の
こ
と
で
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

高
橋
君
と
私
は
農
芸
化
学
科

入
学
以
来
三
年
生
頃
ま
で
、
名

古
屋
か
ら
江
戸
橋
ま
で
近
鉄
で

通
学
を
し
て
お
り
ま
し
た
。
当

時
、
近
鉄
急
行
電
車
で
は
発
車

ま
で
の
時
間
を
利
用
し
三
人
ほ

ど
の
売
り
子
が
箆
に
新
聞
、
雑

誌
、
飲
み
物
等
を
入
れ
て
車
内

販
売
を
し
て
お
り
ま
し
た
。
彼

は
好
み
の
一
人
の
売
り
子
に
絞

り
そ
の
子
が
来
る
と
細
い
目
を

し
ょ
ぼ
つ
か
せ
て
ス
ポ
ー
ツ
新

間
を
買
う
の
が
楽
し
み
の
よ
う

で
し
た
。
そ
の
子
も
高
橋
君
の

顔
を
見
る
と
彼
が
手
を
出
す
前

に
ス
ポ
ー
ツ
紙
を
差
し
出
す
伸

で
し
た
。
女
性
に
強
か
っ
た
彼

も
、
休
日
を
利
用
し
て
ク
ラ
ス

仲
間
と
青
山
高
原
や
室
生
寺
方

面
に
出
か
け
た
時
、
ロ
ー
カ
ル

電
車
の
ロ
ン
グ
シ
ー
ト
で
私
共

が
ー
パ
ン
を
食
べ
て
い
た
ら
、

す
っ
と
席
を
離
れ
て
他
人
の
よ

う
な
顔
を
し
て
恥
ず
か
し
が
る

シ
ャ
イ
な
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し

た
ー
一
そ
の
頃
は
電
車
内
で
物
を

食
べ
る
の
は
稀
で
し
た
。
多
分

育
ち
の
環
境
が
良
か
っ
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。
三
年
生
半
ば
で

実
験
が
忙
し
く
な
り
彼
は
注
戸

橋
に
下
宿
す
る
事
と
な
り
電
車

通
学
の
楽
し
み
も
終
わ
り
ま
し

た。

昭
和
二
〇
年
代
か
ら
農
学
部

伝
統
の
各
科
対
抗
松
阪
往
復
駅

伝
競
走
が
あ
り
、
当
時
農
芸
化

学
科
は
あ
ま
り
強
く
な
か
っ
た

の
で
す
が
高
橋
君
は
テ
ニ
ス
部

で
鍛
え
た
足
で
科
の
栄
誉
を

担
っ
て
走
り
ま
し
た
。
テ
ニ
ス

部
で
は
服
部
英
作
君
と
ペ
ア
を

組
み
大
学
対
抗
の
競
技
に
出
場

ま
し
た
が
両
者
と
も
成
績
の
ほ

う
は
記
憶
に
あ
り
ま
せ
ん
。
四

年
生
に
な
り
高
橋
君
と
私
は
同

じ
生
物
化
学
教
室
の
専
攻
生
と

な
り
ま
し
た
。
岩
本
教
授
と
当

時
助
手
の
嶋
林
先
生
の
指
導
で

五
名
が
在
籍
し
ま
し
た
。
岩
本

先
生
は
前
年
の
昭
和
三
一
年
三

重
大
学
に
赴
任
さ
れ
た
ば
か
り

で
正
規
の
実
験
室
が
無
く
正
門

左
の
小
さ
い
木
造
の
二
階
が
研

究
室
で
し
た
。
す
く
前
が
雨
天

体
操
場
で
、
そ
こ
に
卓
球
台
が

あ
り
実
験
の
合
間
に
い
つ
も
卓

球
を
し
て
い
た
為
、
用
務
員
の

オ
ジ
サ
ン
に
卓
球
専
攻
生
と
言

わ
れ
ま
し
た
。
で
も
こ
の
頃
か

ら
彼
は
何
故
か
勉
強
に
励
み
だ

し
、
後
で
判
っ
た
の
で
す
が
九

州
大
学
大
学
院
を
受
験
す
る
事

と
な
っ
た
の
で
し
た
。
当
時
、

大
学
院
は
旧
制
帝
大
と
旧
制
大

学
に
し
か
設
置
さ
れ
て
お
ら
ず

結
構
難
し
か
っ
た
よ
う
で
す
。

生
物
化
学
教
室
の
岩
本
先

生
、
鴨
林
先
生
が
極
め
て
弁
舌

さ
わ
や
か
で
専
攻
生
も
営
業
マ

ン
に
向
い
て
い
る
と
言
わ
れ
る

中
、
高
橋
君
は
聞
き
役
で
ど
ち

ら
か
と
言
う
と
人
前
で
話
す
の

は
苦
手
な
タ
イ
プ
で
し
た
。
何

か
物
を
言
う
時
、
少
し
は
に
か

ん
だ
よ
う
に
話
す
様
子
は
将
来

先
生
と
言
う
職
業
に
つ
く
と
は

思
い
も
よ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

九
州
大
学
大
学
院
で
学
位
を

取
っ
て
か
ら
l
l
ネ
ソ
タ
大
学
へ

留
学
す
る
事
と
な
り
、
そ
の
直

前
に
結
婚
式
を
行
い
私
は
友
人

と
し
て
出
席
し
ま
し
た
。
何
で

も
新
婦
は
英
文
科
卒
の
才
媛

で
、
私
は
彼
に
一
人
で
行
っ
た

ほ
う
が
会
話
は
上
達
す
る
よ
と

冗
談
を
言
っ
た
覚
え
が
あ
り
ま

す
。
留
学
中
も
研
究
内
容
の
事

は
あ
ま
り
話
し
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
日
本
と
違
い
学
位
を
持
っ

て
い
る
と
総
て
に
お
い
て
優
遇

さ
れ
る
事
、
賃
貸
住
宅
に
は
家

具
、
食
器
等
一
式
が
備
わ
っ
て

い
る
事
、
ま
た
、
ミ
ネ
ソ
タ
で

自
動
車
運
転
免
許
を
取
得
し
た

と
き
、
日
本
と
違
い
、
い
き
な

り
助
手
席
に
試
験
官
が
乗
っ
て

公
道
を
右
折
、
左
折
、
車
線
変

更
を
し
て
一
周
し
て
戻
っ
て
く

る
と
写
真
付
の
免
許
証
が
出
来

て
い
る
と
言
う
話
を
聞
き
ま
し

た
、
帰
国
し
て
か
ら
国
際
運
転

免
許
証
に
書
き
換
え
た
が
運
転

は
し
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

帰
国
し
て
九
州
大
学
か
ら
三

重
大
学
に
赴
任
し
て
か
ら
は
、

私
と
も
同
期
生
は
学
校
に
行
き

や
す
く
な
り
度
々
お
邪
魔
し
ま

し
た
。
近
年
、
農
芸
化
学
科
に

女
子
学
生
の
比
率
が
多
く
な
り

バ
ブ
ル
期
に
は
企
業
が
頭
を
下

げ
て
学
生
を
貰
い
に
来
た
の
に

平
成
不
況
に
な
っ
て
か
ら
の
女

子
学
生
の
就
職
探
し
は
大
変

だ
っ
た
様
で
す
。
私
も
何
人
か

依
頼
を
受
け
ま
し
た
が
あ
ま
り

期
待
に
添
え
ず
申
し
訳
な
く

思
っ
て
い
ま
す
。
逆
に
私
が
研

究
報
告
を
投
稿
す
る
際
の
英
文

サ
マ
リ
ー
を
書
い
て
も
ら
い
共

同
研
究
者
に
君
の
英
文
は
う
ま

い
と
言
わ
れ
本
当
の
事
が
白
状

で
き
な
か
っ
た
事
も
あ
り
ま
し

た
。
若
く
し
て
教
授
に
な
り
教

授
会
の
雑
用
を
一
手
に
引
き
受

け
、
ま
た
、
学
部
長
に
な
っ
て

か
ら
は
大
学
改
革
で
大
変
な
苦

労
を
し
た
と
思
い
ま
す
が
、
そ

れ
に
関
す
る
愚
痴
な
ど
あ
ま
り

聞
い
た
事
が
無
く
仕
事
に
対
し

極
め
て
真
面
目
に
取
り
組
ん
で

い
た
よ
う
で
す
。

三
翠
化
学
東
海
支
部
が
別
府

先
輩
を
会
長
に
年
間
数
回
の
役

員
会
兼
飲
み
会
が
開
催
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
大
学
の
情
報
は

彼
か
ら
逐
次
聞
か
せ
て
も
ら
え

ま
し
た
。
ま
た
、
高
橋
栄
養
化

学
研
究
室
卒
業
の
女
性
会
員
も

多
く
な
り
東
海
支
部
の
会
合
に

も
若
い
女
性
が
出
席
す
る
事
に

よ
り
華
や
か
に
な
り
ま
し
た
。

学
校
で
も
彼
は
女
子
学
生
に
は

評
判
が
良
か
っ
た
よ
う
で
、
こ

れ
は
天
性
の
も
の
の
よ
う
で
し

た
。
別
府
会
長
の
亡
き
後
、
伊

佐
会
長
を
経
て
彼
が
支
部
会
長

と
し
て
飲
み
会
が
定
着
し
て
き

た
矢
先
だ
っ
た
だ
け
に
東
海
支

部
役
員
会
と
し
て
は
惜
し
ま
れ

ます。名
古
屋
短
期
大
学
学
長
に

な
っ
て
か
ら
も
、
桜
花
学
園
大

学
の
保
育
学
部
を
創
設
し
初
代

学
部
長
を
兼
務
し
そ
の
第
一
回

生
の
卒
業
す
る
来
年
三
月
ま
で

は
頑
張
る
と
言
っ
て
い
た
真
面

目
さ
が
無
理
を
し
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
で
も
孫
の
よ
う
な

女
子
短
大
生
に
囲
ま
れ
学
長
先

生
と
慕
わ
れ
た
君
は
大
変
幸
せ

者
で
し
た
。
し
か
し
あ
ま
り
に

早
す
ぎ
た
、
ま
た
突
然
の
お
別

れ
を
惜
し
み
こ
こ
に
お
悔
や
み

の
こ
と
ば
を
申
し
上
げ
ま
す
。

高
橋
君
、
や
が
て
私
た
ち
も
行

き
ま
す
、
そ
れ
ま
で
安
ら
か
に

お
待
ち
下
さ
い
。
合
掌

篠
も
謙
禦
願

今
、
私
は
独
立
行
政
法
人
理
化
学
研
究
所

バ
イ
オ
リ
ソ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
微
生
物
材
料
開

発
室
で
分
子
生
物
学
的
手
法
に
よ
る
ヒ
ト
の

腸
内
菌
叢
の
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ヒ
ト
の
腸
内
に
は
五
百
～
千
種
類
の
細
菌

が
乾
燥
糞
便
1
g
当
り
m
1
2
個
棲
息
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
総
細
菌
数
の
七
十
～

八
十
％
が
難
培
養
、
難
分
離
細
菌
で
占
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
ヒ
ト
の
腸
内
菌
叢
の
全
体
像

を
理
解
す
る
上
で
は
従
来
の
培
養
法
に
よ
る

解
析
は
限
界
で
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
培
養
を
介
す
こ
と
な
く
糞
便
よ
り

直
接
細
菌
由
来
の
ゲ
ノ
ム
D
N
A
の
抽
出
を

行
い
、
〇
歳
r
R
N
A
遺
伝
子
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の

構
築
を
行
い
、
系
統
解
析
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
従
来
の
培
養
法
で
知
ら
れ
て
い

た
全
体
像
と
は
異
な
り
、
約
四
分
の
三
の
配

列
が
未
同
定
の
菌
種
由
来
で
あ
り
、
多
種
多

様
な
細
菌
が
棲
息
し
て
お
り
、
ヒ
ト
の
腸
内

菌
叢
の
全
体
像
の
一
端
が
明
ら
か
と
な
り
ま

林
　
秀
兼
（
生
物
資
源
2
）

した。こ
れ
の
研
究
の
成
果
に
よ
り
財
団
法
人
日

本
ビ
フ
ィ
ズ
ス
菌
セ
ン
タ
ー
（
腸
内
細
菌
学

会
）
よ
り
J
 
B
 
F
　
（
」
a
p
葺
B
i
芸
事
S

H
O
u
n
d
a
〔
i
O
n
）
研
究
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。
こ
れ
も
私
の
一
人
の
力
で
は
な
く
、
諸

先
生
、
先
輩
方
の
み
な
さ
ま
の
御
助
力
、
御

助
言
の
お
陰
で
あ
る
こ
と
ば
言
う
に
及
び
ま

せ
ん
。
今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す。
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熊
轄
喜
三
郎
先
生
叙
勲
受
章

お
祝
い
の
会
が
開
か
れ
ま
し
た

平
成
一
六
年
度
秋
の
叙
勲
に

お
い
て
、
三
重
大
学
名
誉
教
授

の
熊
溝
善
三
郎
先
生
が
瑞
宝
中

綬
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

熊
溝
先
生
は
、
昭
和
三
七
年

に
旧
農
芸
化
学
科
農
薬
化
学
研

究
室
の
創
設
に
際
し
て
教
授
と

し
て
着
任
さ
れ
、
平
成
二
年
に

御
退
官
に
な
ら
れ
る
ま
で
、
三

十
八
年
間
の
長
き
に
渡
っ
て
研

究
と
教
育
に
邁
進
さ
れ
ま
し

た
。
ツ
ツ
ジ
の
根
に
含
ま
れ
る

有
毒
性
分
、
グ
ラ
ヤ
ノ
ト
キ
シ

ン
の
化
学
構
造
を
決
定
さ
れ
る

偉
業
を
成
し
遂
げ
ら
れ
ま
し

た
。
機
器
分
析
装
置
も
ろ
く
に

な
い
時
代
か
ら
研
究
を
始
め
ら

れ
、
有
機
化
学
の
手
法
を
駆
使

し
て
、
ま
た
、
赤
外
分
光
装
置

を
自
ら
製
作
さ
れ
る
な
ど
の
工

夫
と
努
力
の
末
、
十
年
以
上
を

掛
け
て
全
構
造
を
確
定
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
熊
溝
先
生
は
、

旧
農
学
部
か
ら
生
物
資
源
学
部

に
渡
っ
て
農
薬
化
学
研
究
室
の

教
授
と
し
て
、
ま
た
、
農
学
部

お
よ
び
生
物
資
源
学
部
長
と
し

て
教
育
お
よ
び
大
学
運
営
に
も

ひ
と
か
た
な
ら
な
い
活
躍
を
さ

れ
た
こ
と
も
言
う
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
ら
の
総
合
的
な

業
績
が
高
く
評
価
さ
れ
て
の
綬

章
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

熊
溝
先
生
の
栄
誉
あ
る
受
章

を
受
け
、
去
る
平
成
一
七
年
一

月
八
日
、
先
生
を
慕
う
人
た
ち

が
集
ま
り
、
先
生
の
栄
誉
を
お

祝
い
す
る
会
が
、
津
駅
前
の
ホ

テ
ル
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
津
に
お

い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

熊
潜
先
生
が
主
宰
さ
れ
た
旧

農
薬
化
学
研
究
室
、
お
よ
び
熊

溝
先
生
と
韓
補
瞳
樹
先
生
が
興

さ
れ
た
生
理
活
性
化
学
研
究
室

の
同
窓
生
、
そ
れ
に
、
熊
澄
発

生
が
担
任
を
務
め
ら
れ
た
、
大

学
二
十
回
、
お
よ
び
、
大
学
三

十
回
卒
業
生
が
集
ま
り
ま
し

た
。
三
重
大
学
名
誉
教
授
の
嶋

林
幸
英
先
生
、
同
じ
く
名
誉
教

授
の
柏
村
直
樹
先
生
、
信
州
大

学
名
誉
教
授
の
大
洋
鑑
三
先
生

の
ご
参
加
も
頂
き
、
熊
溝
先
生

ご
夫
妻
を
お
迎
え
し
て
総
勢
七

十
五
名
も
の
盛
大
な
会
と
な
り

ま
し
た
。
持
様
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

写
真
撮
影
に
引
き
続
き
、
視

宴
と
な
り
、
ま
ず
、
現
生
物
資

源
学
部
長
の
天
野
秀
匪
先
生
か

ら
の
ご
祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。

つ
づ
い
て
、
嶋
蘇
先
輩
大
学

十
三
回
卒
の
谷
中
国
昭
様
、
か

ら
ご
視
辞
を
頂
き
ま
し
た
鯵
そ

し
て
、
熊
溝
先
生
か
圭
威
厳
あ

る
ご
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。

嶋
林
発
生
の
音
頭
で
乾
杯
に

な
り
、
さ
ら
に
、
寮
都
大
学
教

授
に
昇
進
さ
れ
だ
実
学
二
十
回

卒
の
西
田
籠
表
毎
等
信
州
大

学
名
誉
教
授
の
入
牲
先
生
が
熊

溝
先
生
と
の
思
い
出
を
お
話
さ

れ
ま
し
た
5
現
生
理
活
性
化
学

研
究
室
教
授
の
西
川
司
朗
先
生

と
嘉
学
三
十
回
卒
の
佐
藤
郁
夫

様
の
爆
笑
の
記
念
品
贈
呈
に
つ

づ
き
、
植
村
塵
樹
先
生
の
ご
挨

拶
を
頂
き
ま
し
た
。
花
束
贈
呈

と
最
後
に
、
熊
濡
先
生
の
最
初

の
教
え
子
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
、

大
学
十
二
回
卒
の
伊
藤
泰
男

様
、
河
村
宏
様
、
小
林
絃
一
様
、

鈴
木
克
巳
様
鈴
木
義
彦
様
の

そ
ろ
い
踏
み
で
大
い
に
盛
り
上

が
り
、
会
を
締
め
く
く
っ
て
頂

き
ま
し
た
¢
す
る
と
、
そ
こ
で
、

熊
藩
先
生
が
マ
イ
ク
を
持
た

れ
、
お
話
が
始
業
り
ま
し
た
。

熊
濯
発
生
の
纏
特
織
部
繭
と
烹

バ
リ
と
鞠
を
言
う
語
り
は
、
八

〇
歳
を
謹
前
に
潜
宛
ら
変
わ
る

こ
と
な
く
、
そ
の
壕
請
の
内
蓉

は
ま
さ
に
痛
快
で
し
た
。
若
い

学
生
の
一
人
は
、
熊
澤
先
生
の

授
業
を
是
非
聞
き
た
か
っ
た
と

三日。そ
し
て
二
次
会
へ
と
引
き
継

が
れ
た
の
で
す
が
、
そ
こ
で
は
、

熊
溝
先
生
が
担
任
を
さ
れ
た
大

学
二
十
回
、
大
学
三
十
回
生
が

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

若
い
同
窓
生
た
ち
も
そ
れ
に
負

け
じ
と
加
わ
り
、
大
い
に
飲
み
、

大
い
に
食
べ
、
大
変
楽
し
い
夜

は
ゆ
っ
く
り
と
更
け
て
ゆ
き
ま

した。熊
溝
先
生
を
慕
う
者
た
ち

が
、
あ
の
よ
う
に
津
に
集
い
、

楽
し
い
一
日
を
過
ご
す
こ

出
来
ま
し
た
の
も
、
こ
れ
ま
た
、

熊
溝
先
生
の
お
力
で
あ
る
と
、

す
ぼ
ら
し
い
恩
師
を
持
っ
た
こ

と
に
感
謝
の
意
を
噛
み
し
め
た

次
第
で
す
。

会
の
日
取
り
が
年
明
け
間
も

な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
残
念

な
が
ら
所
用
が
あ
る
と
お
返
事

頂
い
た
同
窓
生
の
方
々
も
多

く
、
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
会
に
ご
参
加
頂
け
な
か
っ

た
方
々
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
す

べ
て
熊
揮
先
生
に
お
届
け
致
し

ま
し
た
。
今
後
と
も
三
翠
同
窓

会
の
皆
様
方
に
は
、
ご
指
導
、

ご
鞭
擬
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す。（
お
祝
い
の
会
幹
事
・
稲
垣
穣
）

専
二
会
（
仙
人
誓
）

を
平
成
一
六
年
一
〇
月

一
八
日
、
喜
市
の
考
フ

ザ
洞
津
で
開
催
し
ま
し

た
。
我
々
宅
三
重
県
・

関
西
・
東
海
三
二
地
区

の
持
ち
回
三
、
高
値
し

て
い
ま
す
雪
今
回
は

南
勢
地
区
手
許
事
を
担

当
す
る
こ
と
に
な
じ
ま
し
た
。

年
齢
も
考
慮
し
て
交
通
の
疫
も

良
い
宿
舎
を
選
定
三
十
レ
ま
し

た

。

　

　

　

　

　

　

　

一

当
日
は
三
十
三
名
車
出
席
が

十
六
名
で
し
た
。
欠
帝
理
由
に

体
調
不
良
や
病
後
療
養
中
の
訴

え
が
増
え
た
と
感
じ
ま
し
た
。

予
定
時
刻
に
は
予
定
者
集
合

完
了
し
、
会
食
が
始
ま
り
ま
し

た
。
寄
る
年
の
波
に
は
勝
て
ず

酒
量
は
衰
え
て
も
、
弁
舌
は
衰

え
を
知
ら
ず
近
況
報
告
は
、
回

想
談
を
始
め
る
人
も
い
て
幹
事

は
終
了
時
問
の
接
近
に
気
を
き

み
ま
し
た
。
閉
会
後
は
部
屋
ご

と
に
深
夜
ま
で
話
が
弾
み
ま
し

た（｝

翌
朝
は
度
重
な
る
台
風
の
寒

近
に
よ
る
雨
と
な
り
市
内
の
史

跡
探
訪
は
予
定
を
中
止
、
翌
缶

の
再
会
を
約
し
て
散
会
し
ま
し

た
。
　
　
　
（
幹
事
・
松
狂

※
溝
渠
楽
章
十
十
十
十
十
十
東
熊
∵
塞

と
阿
児
安
乗
を
予
定
し
た
が
、

秋
に
入
っ
て
地
震
に
二
度
に
わ

た
っ
て
み
ま
わ
れ
、
伊
州
勢
州

で
大
被
害
を
受
け
た
嘉
永
・
安

政
の
地
震
に
似
た
東
南
海
地
震

の
津
波
を
恐
れ
て
、
急
き
ょ
、

鳥
羽
の
高
台
に
集
う
こ
と
と
し

た
。
こ
の
高
台
は
「
扇
野
の
里
」

と
呼
ば
れ
、
鳥
羽
の
海
と
そ
の

海
に
浮
ん
だ
碧
の
島
影
が
一
望

で
き
る
風
光
明
媚
の
地
で
あ

る。

宴
会
で
新
鮮
な
海
の
幸
の

数
々
を
賞
味
満
喫
し
、
翌
日
、

真
珠
島
、
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
を
経

て
伊
勢
神
宮
を
参
拝
、
お
か
げ

横
丁
で
昼
食
を
と
り
、
次
回
は

信
州
の
山
に
集
う
こ
と
を
念
じ

て
散
会
し
た
。

写
真
は
、
前
列
右
か
ら
花
山
、

薮
本
、
林
（
成
）
、
松
尾
、
勝

田
、
勝
田
、
村
上
。
中
列
右
か

ら
渋
谷
、
細
見
。
後
列
右
か
ら

花
山
、
藤
田
、
梅
田
、
田
井
中
、

村
上
、
古
川
、
原
田
、
薮
本
の

十
七
名
で
あ
る
。

（
幹
事
・
花
山
、
薮
本
）

÷
尋
米
糠
米
栄
楽
楽
兼
米
兼
藻
∵
※
∴
裸

峡
大
橋
を
渡
り
、
今
回
の
宿
舎

の
ひ
が
し
う
ら
サ
ン
パ
ー
ク
に

三
々
五
々
集
合
。

一
風
呂
浴
び
た
後
夜
は
例
年

通
り
、
二
年
間
の
健
康
、
菜
園

活
動
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
各
人
の
元

気
な
近
況
報
告
に
夜
遅
く
ま
で

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

翌
日
は
阪
神
淡
路
大
震
災
を

記
念
し
た
北
淡
町
震
災
記
念
公

園
で
震
災
の
惨
状
を
見
学
、
昼

食
後
二
年
後
の
関
東
地
区
主
催

で
再
会
を
期
し
て
散
会
し
ま
し

た。
薬
薬
薬
藻
藻
兼
楽
楽
薬
楽
楽
藻
∵
※
∴
兼

ら
、
椅
子
に
腰
か
け

高
橋
君
心
づ
く
し

の
雰
囲
気
を
楽
し

ん
だ
。
今
年
は
気
象

が
異
常
で
、
桜
の
開

花
が
い
つ
も
よ
り

一
週
間
ほ
ど
遅
れ

て
い
る
と
の
こ
と
。

本
来
終
わ
っ
て
い

平
成
一
四
年
に
名
古

屋
で
集
ま
っ
て
以
来
三

年
の
年
が
流
れ
、
ク
ラ

ス
メ
ー
ト
が
全
員
還
暦

を
迎
え
た
の
を
記
念
し

大
4

今
年
（
平
成
一
六
年
）

も
ク
ラ
ス
会
で
集
う
こ

と
が
出
来
た
。
二
軍

七
日
一
八
日
の
一
泊
二

日
、
在
伯
松
尾
氏
と
鞍

人
夫
人
を
迎
え
、
夫
婦

同
伴
四
組
を
合
せ
て
十

七
名
で
曇
る
。

前
回
よ
り
四
年
か
ら

二
年
ご
と
の
開
催
と
な

り
今
回
は
関
西
地
区
在

住
主
催
で
平
成
一
六
年

十
月
六
日
淡
路
島
に
一

泊
旅
行
を
行
い
ま
し

た。
年
齢
と
と
も
に
歳
月

の
過
ぎ
る
の
は
一
年
が

一
か
月
、
一
か
月
が
一

こ
こ
し
ば
ら
く
山
の
秋
色
満

喫
が
続
い
た
の
で
、
今
回
は
海

の
幸
の
味
探
求
の
会
と
し
よ
う

≡
責
じ
で
つ
い
昨
日
の
よ
う

三
雲
デ
」
な
り
ま
し
た
。

′
÷
I
回
の
出
席
者
は
二
十
七
名

二
・
人
し
振
り
に
ス
ペ
イ
ン
在
住

－
二
地
雷
も
加
わ
り
王
ハ
名
で

ニ
ー
＝享
蕗
島
ま
で
関
東
、
中
部
か

二
二
ス
、
自
家
用
車
で
明
石
海

て
（
？
）
、
今
回
は
花
見

の
宴
と
し
ゃ
れ
込
ん
だ
。
開
催

時
期
も
、
高
橋
勝
史
君
が
丹
精

こ
め
た
し
だ
れ
桜
が
満
開
の
時

期
を
ね
ら
っ
て
、
四
月
九
日
と

し
、
松
阪
に
集
っ
た
。

ま
ず
、
前
座
と
し
て
松
阪
城

を
お
と
ず
れ
満
開
の
ソ
メ
イ
ヨ

シ
ノ
を
楽
し
み
、
同
時
に
本
居

宣
長
記
念
館
に
魚
町
か
ら
移
築

さ
れ
た
鈴
の
家
を
訪
ね
、
郷
土

の
偉
人
に
思
い
を
は
せ
た
。

つ
い
で
今
回
の
メ
ー
ン
イ
ベ

ン
ト
で
あ
る
、
高
橋
君
丹
精
の

し
だ
れ
桜
園
を
訪
れ
た
。
場
所

は
松
阪
市
郊
外
の
大
河
内
城
跡

に
あ
り
、
こ
れ
が
私
有
地
で
高

橋
君
が
自
ら
植
え
、
手
入
れ
を

し
て
い
る
と
の
こ
と
。
そ
の
規

模
の
大
き
さ
に
一
同
驚
嘆
し

た
。
園
の
中
に
は
昔
風
の
し
ゃ

れ
た
あ
ず
ま
屋
が
あ
り
（
高
橋

君
の
退
職
記
念
に
会
社
の
同
僚

た
ち
が
く
ね
だ
も
め
の
由
）
、
こ

こ
で
ビ
ー
ル
で
も
飲
ん
で
い
た

ら
最
高
だ
な
な
と
と
い
い
な
が

る
べ
き
隣
の
神
社

境
内
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
満
開

で
、
し
だ
れ
桜
の
方
は
、
一
部

の
木
は
満
開
で
あ
っ
た
が
大
部

分
は
二
分
咲
き
程
度
で
、
一
週

間
の
ち
に
思
い
を
は
せ
な
が
ら

花
見
を
楽
し
ん
だ
。

も
う
一
つ
の
メ
ー
ン
イ
ベ
ン

ト
は
料
亭
か
わ
せ
み
で
の
宴
で

あ
る
。
櫛
田
川
に
面
し
た
ひ
な

び
た
場
所
で
、
に
ぎ
や
か
な
楽

し
い
話
を
肴
に
、
川
魚
を
中
心

に
し
た
う
ま
い
肴
を
食
べ
、
美

酒
を
楽
し
ん
だ
。

大
半
が
現
職
を
退
い
た
あ
と

で
あ
り
、
話
題
は
だ
ん
だ
ん
職

場
で
の
生
臭
い
話
か
ら
孫
の
話

が
と
び
だ
す
好
々
爺
の
話
に
移

り
、
四
十
年
前
の
美
少
年
が
還

暦
を
迎
え
た
現
実
を
身
に
し
み

て
感
じ
た
ひ
と
と
き
で
あ
っ

た。

こ
れ
か
ら
は
毎
年
開
催
し
よ

う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
、
次

回
は
浜
松
を
拠
点
に
開
催
す
る

こ
と
と
し
、
全
員
賛
成
の
拍
手

の
な
か
会
を
お
開
き
に
し
、
松

阪
駅
で
再
会
を
約
し
て
散
開
し

た
。
お
世
話
頂
い
た
高
橋
君
あ

り
が
と
う
。
写
真
は
小
島
君
。

（小畑記）

楽

譜

米

菓

藻

楽

米

糠

兼

楽

藻

藻

楽

謙

平
成
一
七
年
一
月
八

目
、
担
任
で
あ
っ
た
熊

澤
蒐
生
㈱
叙
勲
視
賀
会

に
5
0
回
生
も
参
加
し
、
そ

の
後
、
二
次
会
を
経
て
、

臨
時
同
期
会
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。
北
は
北
海
道

札
幌
か
ら
南
は
伊
勢
ま
で

十
四
名
の
参
加
で
、
前
回

の
同
期
会
よ
り
も
た
く
さ

ん
集
ま
り
ま
し
た
。

熊
澤
先
生
を
囲
ん
で
、

現
在
の
仕
事
か
ら
、
昔
の

学
生
実
験
に
い
た
る
ま

で
、
大
い
に
語
ら
い
、
大

い
に
飲
み
ま
し
た
。
入
学

試
験
に
ど
ん
な
問
題
が
で

た
か
な
ど
、
み
ん
な
の
記

憶
力
の
す
ぼ
ら
し
さ
に
驚

き
な
が
ら
、
熊
溝
先
生
が

帰
宅
さ
れ
た
後
も
、
終
電

ま
で
、
も
り
あ
が
り
ま
し

た
。
祝
賀
会
の
席
で
、
熊

澤
先
生
に
5
0
回
生
全
員
の

当
時
の
写
真
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
い
た
し
ま
し
た
。

卒
業
後
す
で
に
、
二
十

数
年
経
っ
て
い
ま
す
が
、

当
時
の
写
真
を
み
な
が

ら
、
昔
話
に
花
が
咲
き
ま

し
た
。
個
人
的
に
は
、
当

時
の
写
真
が
、
高
校
生
に

な
っ
た
私
の
息
子
と
あ
ま

り
に
似
て
い
る
も
の
で
す

か
ら
、
苦
笑
し
て
し
ま
い

ま
し
た
が
。
次
の
再
開
と

相
互
の
連
絡
を
確
認
し

あ
っ
て
散
会
い
た
し
ま
し

た
。
（
写
真
の
真
ん
中
で
、

竃
話
を
し
て
い
る
北
川
君

は
、
羽
多
君
と
話
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
）

（苅田修一）
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聖
母
女
学
院
短
期
大
学
、
伏

見
学
研
究
会
で
は
京
都
市
伏
見

地
域
に
関
す
る
研
究
記
録
を
四

冊
上
梓
し
た
。
い
ず
れ
も
当
短

大
の
久
米
教
授
、
星
宮
教
授
と

私
が
中
心
と
な
っ
て
立
ち
上
げ

た
京
都
、
伏
見
の
地
域
研
究
の

成
果
で
あ
る
。

内
容
は
大
学
コ
ン
ソ
シ
ア
ム

京
都
に
加
盟
し
て
い
る
当
短
大

提
供
の
科
目
「
伏
見
深
軍
学
」

の
講
義
内
容
を
次
々
と
出
版
し

た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
内
の

一
つ
を
紹
介
さ
せ
て
頂
く
。

本
書
の
執
筆
者
の
殆
ど
は
当

短
大
の
教
員
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

専
門
分
野
を
通
し
て
、
伏
見
の

特
殊
性
を
紹
介
し
た
り
、
伏
見

深
草
地
域
の
可
能
性
を
示
唆
し

た
り
し
た
も
の
で
あ
る
。

私
の
担
当
は
「
不
死
身
の
町
、

伏
見
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、

伏
見
深
草
に
お
け
る
特
質
を
挙

げ
た
。
そ
の
一
つ
が
桃
山
以
降

の
伏
見
深
草
の
歴
史
的
な
流
れ

を
捕
え
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
地
に
大
き
な
変
革
を
も

た
ら
し
た
の
は
、
豊
臣
秀
吉
が

伏
見
に
築
城
し
、
こ
の
地
を
制

覇
し
て
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し

そ
れ
も
束
の
間
、
徳
川
に
奪
取

さ
れ
た
。
徳
川
方
大
名
達
は
伏

見
の
町
に
競
っ
て
大
名
屋
敷
を

設
け
た
。
伏
見
は
水
、
陸
の
交

わ
る
要
地
と
な
り
、
軍
事
的
に

も
重
要
な
位
置
を
占
め
た
。
伏

見
の
町
は
こ
れ
で
繁
栄
す
る
か

に
思
わ
れ
た
が
二
二
代
将
軍
家

光
は
、
急
拠
注
戸
に
戻
る
こ
と

に
な
り
、
諸
大
名
達
も
家
光
に

従
っ
て
江
戸
へ
下
っ
た
。

商
人
達
も
そ
れ
ぞ
れ
将
軍
に

従
っ
て
注
声
へ
つ
い
て
行
く

者
、
生
家
へ
婦
る
も
の
な
ど
が

続
出
し
、
短
期
間
で
伏
見
の
繁

栄
の
灯
は
消
え
た
。
こ
れ
で
伏

見
の
歴
史
は
閉
じ
ら
れ
た
と
思

え
た
が
、
新
し
い
水
運
の
タ
ー

ミ
ナ
ル
と
し
て
生
ま
れ
変
っ

た
。
即
ち
、
京
の
豪
商
角
倉

了
以
が
現
在
の
京
都
ホ
テ
ル
の

北
東
の
船
だ
ま
り
か
ら
伏
見
ま

で
、
そ
の
財
力
で
運
河
高
瀬
川

を
掘
り
上
げ
た
。
今
、
四
条
、

三
条
を
鴨
川
と
平
行
し
て
流
れ

て
い
る
美
し
い
小
川
が
そ
れ
で

ある。大
阪
、
奈
良
か
ら
の
荷
は
そ

れ
ぞ
れ
、
淀
川
、
木
津
川
を
三

十
石
船
な
ど
の
大
型
船
で
伏
見

港
ま
で
運
ぶ
。
こ
こ
で
高
瀬
舟

に
積
み
替
え
ら
れ
、
京
の
都
心

ま
で
曳
い
て
運
ば
れ
る
。
又
、

伏
見
港
界
隈
は
陸
路
と
水
路
の

中
継
点
と
な
り
、
旅
行
者
の
た

め
の
休
憩
所
で
あ
り
、
歓
楽
街

と
も
な
る
。

こ
の
繁
栄
に
も
ー
、
ま
た
ピ
ン

チ
が
訪
れ
た
。
国
営
鉄
道
の
敷

設
で
あ
る
。
東
海
道
線
の
開
通

に
よ
り
運
河
の
役
割
は
終
わ
っ

た
。
伏
見
の
繁
栄
も
こ
れ
で
終

わ
り
か
と
思
っ
て
い
た
所
へ
、

又
々
新
し
い
集
団
が
進
出
し
て

き
た
。
深
草
地
域
と
伏
見
の
一

画
に
総
面
積
百
万
平
方
メ
ー
ト

ル
に
及
ぶ
敷
地
へ
新
た
に
数
千

人
の
軍
人
が
駐
屯
し
て
き
た
。

陸
軍
第
十
六
師
団
の
進
出
で
あ

る
。
こ
の
地
は
又
も
一
大
軍
都

と
化
し
、
新
た
な
繁
栄
が
訪
れ

た。

そ
の
軍
都
も
第
二
次
大
戦
の

終
結
に
よ
っ
て
建
物
だ
け
を
残

し
て
無
傷
の
ま
ま
繁
栄
の
幕
を

閉
じ
た
。
そ
の
跡
地
に
は
公
的

施
設
、
大
学
な
ど
に
転
用
さ
れ

た
。
他
は
無
傷
で
あ
っ
た
が
故
、

町
並
再
開
発
か
ら
取
り
残
さ

れ
、
古
い
町
並
だ
け
が
目
を
引

く
よ
う
に
な
っ
た
＝

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
見
る
と
、

伏
見
は
他
所
者
が
重
し
町
を
作

り
、
繁
栄
を
も
た
ら
し
た
と
思

う
と
滅
ぼ
さ
れ
、
他
所
者
に

よ
っ
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
て

繁
栄
を
取
り
戻
す
と
い
う
歴
史

の
く
り
返
し
が
み
ら
れ
、
そ
の

よ
う
な
意
味
で
、
一
伏
見
は
不
死

身
の
町
一
と
呼
ん
で
良
か
ろ
う
。

第
二
は
伏
見
深
草
地
域
に
は

駅
前
に
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
や

ロ
ー
タ
リ
ー
が
無
い
。
道
巾
が

狭
く
て
バ
ス
が
す
れ
違
う
程
広

い
道
路
は
幹
線
道
路
を
除
い
て

少
な
い
。
不
便
な
よ
う
だ
が
、

こ
の
地
域
に
は
京
阪
電
車
を
は

じ
め
四
社
の
路
線
が
あ
り
地
域

内
に
は
十
七
も
駅
が
あ
る
。

こ
の
地
域
に
住
む
人
々
は
、

九
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
が
い

ず
れ
か
の
駅
か
ら
一
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
以
内
に
住
ん
で
い
て
バ
ス

は
不
要
な
の
だ
。
だ
か
ら
こ
の

町
は
い
つ
も
誰
か
が
歩
い
て
い

る
。
大
抵
お
年
寄
り
で
あ
る
。

更
に
又
こ
の
地
域
に
は
商
店
街

が
多
い
。
北
は
伏
見
稲
荷
か
ら

南
は
中
書
島
ま
で
十
七
の
商
店

街
が
途
切
れ
な
く
続
く
。
あ
ま

り
に
も
商
店
街
が
多
す
ぎ
て
代

替
り
を
契
機
に
閉
店
し
た
り
近

く
に
出
来
た
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ツ
ト
の
圧
力
で
倒
産
す
る
所

も
年
々
増
え
て
い
る
。
し
か
し
、

京
阪
電
車
の
伏
見
桃
山
駅
を
降

り
た
所
か
ら
始
ま
る
大
手
筋
商

店
街
の
よ
う
に
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
攻
勢
に
も
耐
え
、
横
の

デ
パ
ー
ト
を
誇
っ
て
い
る
商
店

街
も
あ
る
。

こ
れ
ら
の
商
店
街
を
み
る

と
、
た
だ
単
に
商
品
を
売
口
ノ
買

い
し
て
い
る
だ
け
で
た
た
∴
こ

と
が
籠
る
〈
｝
商
品
の
受
言
渡
し

が
着
ん
で
も
、
ま
だ
直
幸
こ
客

と
（
の
問
に
に
話
が
百
三
た
「
∵

路
上
で
も
知
り
合
い
同
志
が
韻

し
げ
に
立
ち
話
を
し
て
い
る
。

別
の
商
店
を
う
か
が
う
と
珍

し
い
食
品
の
調
理
の
仕
方
や
伝

統
行
事
の
祝
い
方
な
ど
、
こ
の

土
地
の
伝
統
文
化
を
伝
承
し
て

い
く
役
割
ま
で
商
店
街
の
人
々

は
担
っ
て
い
る
よ
う
に
見
受
け

ら
れ
る
。
先
祖
代
々
、
の
れ
ん
を
守
り

続
け
て
き
た
人
達
の
力
尽
き
た

有
様
が
、
閉
め
っ
ぱ
な
し
の

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
通
し
て
お
ぼ
ろ

げ
に
映
さ
れ
て
く
る
。
さ
さ
や

か
な
一
束
の
ほ
う
れ
ん
草
と
い

わ
し
の
乾
物
を
大
切
に
抱
え
て

噂
話
に
身
を
入
れ
る
老
人
達
か

ら
は
歩
く
不
便
さ
よ
り
人
間
交

流
の
大
切
さ
を
汲
み
と
る
こ
と

の
出
来
る
こ
の
町
の
良
さ
が
見

え
て
く
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
シ
ー

ン
か
ら
伏
見
は
決
し
て
繁
栄
し

て
い
る
街
と
は
い
え
な
い
二
目

下
、
伏
見
に
は
流
入
人
口
三
い

う
組
織
化
さ
れ
な
い
薯
∴
人

達
、
そ
れ
は
学
生
も
含
モ
て

次
々
と
転
入
し
て
来
る
。
こ
の

よ
う
な
新
し
い
若
者
と
葦
－
従

来
か
ら
の
伏
見
の
住
人
三
共

存
し
、
自
ら
の
手
で
徳
望
桂

化
に
参
画
す
る
こ
と
が
竺
芸
で

あ
ろ
う
。
餌
で
も
が
で
、
雪
行

政
に
ま
か
せ
る
晴
代
は
き
つ
終

わ
っ
た
。
具
体
的
な
方
辛
は
、

次
報
で
お
伝
え
す
る
。

こ
の
他
、
久
米
直
明
は
「
伏

見
、
深
草
の
自
然
環
壁
を
、

星
宮
智
光
が
「
伏
見
の
萱
史

－
，
～
－
－
・
！
古
代
か
ら
幕
末
ま
で
一
を
、

藤
岡
道
子
が
「
古
典
文
学
〓
中

の
伏
見
、
深
草
」
を
そ
れ
ぞ
れ

分
担
執
筆
し
て
い
る
。

後
半
は
三
俣
俊
二
が
庚
兄

と
キ
リ
ス
ト
教
」
、
遠
藤
金
次
が

一
伏
見
の
酒
」
を
、
そ
し
て
今
回

唯
一
人
の
ゲ
ス
ト
栗
山
一
秀
が

一
水
と
と
も
に
生
き
る
伏
見
の

ま
ち
一
で
締
め
く
く
っ
て
い
る
。

本
巻
は
総
論
的
な
も
の
が
多

く
、
こ
の
後
に
伏
見
学
叢
書
と

．
三
四
巻
目
に
入
っ
て
い
る
。

次
回
に
紹
介
さ
せ
て
頂
く
予
定

を
、
ニ
∴
「
る
っ

「
大
学
の
思
い
出
シ
リ
漢
ズ
」

開
始
に
あ
た
っ
て

国
立
大
学
÷
善
人
化
さ
れ
た

前
後
よ
り
、
誼
議
改
編
が
、
大

学
・
学
部
5
発
畏
策
・
生
き
残

り
策
と
し
一
三
三
一
ち
の
大
学

で
行
な
わ
れ
ま
、
三
二
二
重
大

学
生
物
資
頂
手
話
も
御
多
分
に

も
れ
ず
学
科
重
姿
の
必
要
に
せ

ま
ら
ね
、
萱
芸
化
学
も
幕
を
と

じ
二
二
翠
化
学
会
も
新
た
に
卒

業
生
を
迎
え
一
入
れ
る
こ
と
が
な

く
な
り
ま
し
た
＝

今
回
を
最
後
に
新
聞
二
二
翠

化
学
一
に
新
入
会
員
の
名
簿
な

ど
が
載
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た

の
を
姜
宣
　
同
窓
会
本
来
の
目

的
で
あ
る
、
会
員
相
互
の
絆
を

強
め
る
こ
と
に
目
を
移
し
て
、

会
員
諸
氏
が
青
春
時
代
を
過
さ

れ
た
大
学
の
そ
の
時
そ
の
と
き

の
写
真
を
中
心
に
シ
リ
ー
ズ
記

事
へ
の
掲
載
を
企
画
し
ま
し
た
。

ま
ず
吏
切
り
に
、
前
回
総
会
で

過
去
（
の
写
真
を
写
し
な
が
ら
先

輩
方
の
お
話
を
伺
っ
た
者
が
前

座
を
務
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
（
芸
＼
　
三
代
の
校
舎
を
ご
覧

頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

同
窓
諸
兄
姉
は
多
く
の
当
時

の
写
真
を
お
持
ち
の
こ
と
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
に
思
い
出
の
一

言
（
長
さ
は
自
由
）
を
添
え
て

大
学
に
お
送
り
頂
け
る
と
、
「
三

翠
化
学
」
に
掲
載
さ
せ
て
頂
き
、

さ
ら
に
多
く
の
同
窓
の
皆
様
の

よ
す
が
と
し
て
い
た
だ
け
、
同

窓
の
絆
が
よ
り
一
層
強
ま
る
も

の
と
思
い
ま
す
。
写
真
の
枚
数

に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

多
数
お
送
り
頂
け
る
と
、
シ

リ
ー
ズ
と
し
て
末
永
く
続
け
て

い
け
る
と
思
い
ま
す
。
（
小
畑
）

薬
薬
薬
楽
藻
持
薬
薬
鴻
巣
薬
藻
∵
※
∴
栄

校
舎
過
去
・
現
在

【写真1】

昭
和
三
〇
年
代
の
本
館
を
正

面
か
ら
見
た
も
の
で
す
。
大
正

一
〇
年
学
校
設
立
当
初
以
来
の

木
造
建
築
で
、
風
格
の
あ
る
高

等
農
林
学
校
の
た
た
ず
ま
い
を

見
せ
て
い
ま
す
。

昭
和
四
二
年
四
階
建
て
の
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
校
舎
が
ほ

ぼ
同
じ
位
置
に
建
て
ら
れ
る
ま

で
、
幾
多
の
、
日
本
農
業
を
背

負
う
卒
業
生
を
輩
出
し
て
き
ま

し
た
。
正
面
側
に
教
室
が
配
置

さ
れ
、
研
究
棟
は
向
こ
う
側
の

海
側
に
突
き
出
た
構
造
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。

【写真2】

昭
和
四
〇
か
ら
四
二
年
に
か

け
て
建
設
さ
れ
た
農
学
部
校
舎

で
す
。
四
階
建
て
の
実
験
棟
が

教
室
で
つ
な
が
っ
た
構
造
に

な
っ
て
お
り
、
向
か
っ
て
左
か

ら
1
号
館
（
化
学
系
）
、
2
号
館

（
生
物
系
と
事
務
）
、
3
号
館
（
工

学
系
）
の
順
で
学
問
体
系
別
の

建
物
で
し
た
。

農
芸
化
学
科
は
1
号
館
の
1

階
か
ら
3
階
に
入
っ
て
い
ま
し

た
。
実
験
室
の
実
験
台
配
置
等

は
基
本
的
に
同
じ
構
造
で
、
融

通
が
き
く
よ
う
に
な
っ
て
お

り
、
設
計
者
の
将
来
を
見
通
し

た
見
識
が
う
か
が
わ
れ
ま
し

た
。
新
館
が
建
設
さ
れ
た
現
在

も
、
1
・
2
号
館
と
2
階

建
て
の
学
生
実
験
室
は
残

り
、
全
面
改
装
さ
れ
て
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

【写真3】

生
物
資
源
学
部
発
足

後
、
旧
農
学
部
と
旧
水
産

学
部
の
校
舎
統
合
の
た

め
、
平
成
五
か
ら
七
年
に

建
て
ら
れ
た
現
在
の
校
舎

で
す
。
7
階
建
て
で
キ
ャ

ン
パ
ス
の
中
で
も
ひ
と
き

わ
目
立
っ
た
存
在
で
、
ロ

の
宇
型
を
し
て
お
り
、
各

階
は
完
全
に
つ
な
が
っ
た

一
つ
の
平
面
に
な
っ
て
い

ます。農
芸
化
学
は
主
に
最
上

階
6
・
7
階
に
研
究
室
を

構
え
て
い
ま
し
た
。
ド
ラ

フ
ト
の
引
き
を
よ
く
す
る

た
め
に
は
、
ダ
ク
ト
が
長

す
ぎ
る
と
よ
く
な
い
と
の

配
慮
が
あ
っ
た
と
聞
い
て

い
ま
す
。


